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３Ｒ推進団体連絡会と自主行動計画 

３Ｒ推進団体連絡会の結成：2005年12月 

第一次自主行動計画（2006～2010年度） 
（2006年3月公表） 

容器包装リサイクル法改正の審議過程 

事業者の役割 
の徹底・深化 

主体間連携の 
強化 

第二次自主行動計画（2011～2015年度） 
（2011年3月公表） 2 



Ⅰ．事業者自ら実施する3R推進計画 

2015年度推進目標 

●軽量化・薄肉化による使用量削減（数値目標）  

●適正包装の推進 
●詰め替え容器の開発 等 

●リユースびん市場開拓など容器別の 
 取り組み 
●消費者意識調査など連携強化に向けた 
 取り組み 

●回収率・リサイクル率の向上（数値目標） 
●容器包装のリサイクル性の向上 
●市民へのPR・啓発 
●集団回収等の多様な回収の拡大に向けた 
 研究・支援 3 



Ⅱ．主体間の連携に資するための行動計画 
市民に対する普及啓発活動や、各種調査・研究活動への参画・実施を通

じ市民・自治体・国等との連携に資する取り組みを展開します。 

 容器包装廃棄物の３Ｒ推進普及啓発のため、 

●情報共有、意見交換の場の充実 

● PR・啓発事業の継続 

●調査・研究事業の実施 

●情報提供・普及啓発活動 

●調査・研究 

●サプライチェーン事業者間の連携 

関係八団体共
同の取り組み 

共通のテーマ
による各団体
の取り組み 
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容器包装3Rの2014年度実績 
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リデュースの取り組み 

「容器包装の最適化」を目指した
取り組みを進めています 

3R改善事例集 

ガラスびんの軽量化事例 

プラスチック容器包装の軽量化事例 6 



 リデュース 軽量化・薄肉化等による使用量削減（数値目標） 

素材 2015年度目標 
（2004年度比） 2014年度実績 2006年度からの 

累計削減量 

ガラスびん 
1本あたりの平均 

重量を 

２．８％軽量化 

１．４％ １７９千トン 

PETボトル 
指定ＰＥＴボトル全体

で１５％の軽量化 
   効果 

１５．６％ ５１７千トン 

紙製容器 
包装 

総量で１１％の 
 削減 

１０．１％ １，１２４千トン 

プラスチック容
器包装 

削減率で 
１３％ １３．９％ ７０．３千トン 

上方修正 

上方修正 
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 リデュース 軽量化・薄肉化等による使用量削減（数値目標） 

素材 2015年度目標 
（2004年度比） 2014年度実績 2006年度からの 

累計削減量 

スチール缶 
1缶あたり平均重

量で５％軽量化 
 

６．５% １７５千トン 

アルミ缶 
1缶あたり平均重

量で4.5％軽量化 ５．０％ ５８千トン 

飲料用 
紙容器 

牛乳用500ml 
紙パックで 

３％軽量化 

１．９％ ６８５トン 
（2011年9月から削減） 

段ボール 
1㎡あたりの重量 
を５％軽量化 

 
４．１％ １，６６７千トン 

上方修正 

上方修正 

上方修正 
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リユースの取り組み 

消費者・自治体・事業者
との連携した取り組みを

進めています 
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リサイクルの取り組み 

設計段階から回収、再生利用段階まで 
多様な取り組みを展開しています 

10 



リサイクル率・回収率等の維持・向上（数値目標）  

素 材 指 標 
2015年度 

目標 
2014年度 

実績 

ガラスびん リサイクル率 
(ｶﾚｯﾄ利用率) 

70％以上 
(97％以上) 

６９．８％ 
(97.8％) 

PETボトル リサイクル率 85％以上 ８２．６％ 

紙製容器包装 回収率 25％以上 ２３．６％ 

プラスチック 
容器包装 

再資源化率 44％以上 ４４．８％ 

上方修正 
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リサイクル率・回収率等の維持・向上（数値目標）  

素 材 指 標 
2015年度 

目標 
2014年度 

実績 

スチール缶 リサイクル率 90％以上 ９２．０％ 

アルミ缶 リサイクル率 90％以上 ８７．４％ 

飲料用紙容器 回収率 50％以上 ４４．７％ 

段ボール 回収率 95％以上 ９６．７％ 

上方修正 

計算方法見直し 
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連携のための共同の取り組み 

（～2016年1月） 
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 八団体共同の取り組み 意見交換会の開催 
● ３Ｒ活動推進フォーラムとの共催 
 
●各主体との意見交換・交流を推進するため、 
 「容器包装３Ｒ交流セミナー」として意見交換会を開催 
 
● 2015年度は静岡市・福井市・さいたま市で開催 
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 八団体共同の取り組み ３Ｒ市民リーダーとの交流 

 ２０１５年度は、ＮＰＯ法人「持続可能な社会を作る元気ネット」を
事務局に、越谷市・さいたま市で市民との協働の輪を広げる 

3R市民リーダー育成プログラム 
●市民と事業者の連携の基礎づくり・相互理解促進、情報発信 
●キーパーソン育成・支援 
●具体的連携のためのプログラムづくり 
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 八団体共同の取り組み 

2014年度フォーラム 
容器包装３Ｒ推進フォーラム in 品川

（2014/12/15～16） 
テーマ：容器包装３Ｒ推進のよりよい 

連携・協力のあり方 

フォーラムの開催 

●市民・自治体の方々を主な対象とするフォーラムをこれまで10回開催 
 

市民・自治体・事業者が連携の形を共に模索  

2015年度フォーラム 
容器包装３Ｒ推進フォーラム in 北区

（2015/10/19） 
テーマ：容器包装３Ｒの持続的な 

推進のために 
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 八団体共同の取組 「リサイクルの基本」の配付 

●３Ｒ市民リーダーとの共同作業の成果「リサイクルの基本」 

 全国市町村に配布 

 ホームページでの公開 

 希望する自治体、市民団体等に無償配布 

●八素材の容器包装の３Ｒの知識を分かりやすく網羅 

●累計約１１，５００部の配布実績（2016年１月現在） 
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 八団体共同の取組  
啓発パンフ「未来へとつながる3R社会を目指して」の配付 

●当連絡会の紹介と 
 容器包装3Rの基礎情報を掲載 
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 八団体共同の取り組み 展示会への出展 

第10回３Ｒ推進全国大会 
（福井市）パネル出展 

エコプロダクツ2014 

その他、 
福井市環境フェアにパネル出展 
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 八団体共同の取り組み ホームページによる情報発信 

●2008年5月開設 

●これまでの活動報告、「リサイクルの基本」などの情報提供 

●「容器包装３Ｒ制度研究会報告書」等を掲載 
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 八団体共同の取り組み 神戸大学との共同研究 

● 神戸大学経済学研究科に３年間の研究委託 
  日本・中国・タイの研究者との交流プラットホーム構築を目指す 

神戸大学における公開セミナー 
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ありがとうございました。 

３Ｒのさらなる推進に向け、 
引き続きご支援、ご協力をお願いいたします。 

 おわりに 
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